秋山郷における秘境イメージの形成と流通 by 関戸, 明子 et al.
秋山郷における秘境イメージの形成と流通
関 戸 明 子
群馬大学教育学部社会科教育講座地理学研究室
（2015年 9月 30日受理）
Formation and circulation of the images of unexplored region:







































初編 3冊が 1837（天保 8）年に??，その評判を受けて


































































































































































































































































































































































































































































1932昭和 7 越佐叢書第 5巻『秋山記行』活字版
1936昭和 11 岩波文庫『北越雪譜』活字版


















































































































































































































































































































回 掲載日 見出し お も な 内 容
1  6/20 十年まだ見ぬ恋 長野県知事・関清英の土産話，取材旅行の目論見
2  6/21 道草其一 一新された街道に驚き，瑞穂村（現飯山市）を通過する
3  6/22 道草其二 野沢温泉での滞在の様子
4  6/23 大森林と自然の児 峠でブナの大森林をみて，秋山気分に包まれる
5  6/24 神代其儘 秋山の部落を巡回した教師の見聞
6  6/25 仏壇へ納つた時計 時計を仏様と思い込んだ滑稽談
7  6/26 森の歌 表秋山にいたる道中で，鶯の啼くのを聞く
8  6/27 竹の柱に笹の屋根 造林前の焼け跡をみて，炭焼き小屋の夫婦に会う
9  6/28 涙松 重要な年中行事とされる北野天神の盆踊りのこと
10  6/29 烏踊の歌 北野天神に参拝し，盆踊りの歌の一節を聞く
11  6/30 滅び行く謡 太古さながらの歌にハイカラな歌が加わったことを知る
12  7/1 踊が生命 盆踊りの様子と巡査による風紀取締があったこと
13  7/2 浮草や 盆踊りでの風紀取締が緩やかになったこと，神楽殿での雑魚寝
14  7/3 奇談其一 常食は粟飯と稗団子，雑草を煎じてお茶代りとする
15  7/4 奇談其二 尺度・衡・桝を備え付け，度量衡の講習を行った
16  7/5 奇談其三 病人の背を炉端の火で暖める
17  7/6 秋山美人の笑い顔 里の者に侮蔑される秋山の青年，容貌の特徴
18  7/7 尾崎法相ソツクリ 独特の頭蓋骨の形，本能のままの生活，宗教心のなさ
19  7/8 昔は飢饉今は水害 長瀬から小赤沢までの道中，一昨年の水害で死者 12名
20  7/9 姉は十八妹は十六 小赤沢の六之丞とその二人の娘についての余話
21  7/10 蝶の浴衣の天女舞 六之丞の娘をめぐる艶話
22  7/11 栃の飴馬鈴薯の酒 惨めな生活振り，秋山救済のための講話
23  7/12 減食生活 冬の出稼ぎが増加，私娼志願の出稼ぎもある
24  7/13 今や滅びつゝあり 北海道への移住が唯一の救済策
25  7/14 平家の末は嘘の皮 古い秋山は天明年間に滅び，現今の秋山は嶋田氏の植民地
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